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この資料は、投資家への情報提供のみを目的として作成したものであり、

特定の有価証券の取引を推奨する目的、または特定の取引を勧誘する目的

で提供されるものではありません。数値、情報については、正確性を期す

べく、万全の配慮をしておりますが、一部内部資料に基づくものもあり、

財務データに関しては未監査のものですので、その正確性、完全性、情報

や意見の妥当性等を保証するものでなく、当該データ、意見等を使用した

結果についてもなんら補償するものではありません。また、ここに記載さ

れた内容が事前連絡なしに変更されることもあります。この資料の著作権

はスパークス･アセット･マネジメント投信株式会社に属し、その目的を問

わず無断で引用または複製することを禁じます。
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【注意】 本資料における数値は全て連結ベースの数値を使用している。

70％子会社米国内のファンドの運用・
管理業務

投資会社米国

デラウェア州

SPARX Value GP 
LLC.

100％子会社欧州における情報収集・
マーケティング活動のため
設立（現在は休眠中）

投資顧問業スイス

ジュネーブ

SPARX Finance S.A.

100％子会社海外籍ファンドの運用・管
理業務

投資顧問業英国領

バミューダ

SPARX Overseas, 
Ltd.

100％子会社海外籍ファンドの管理事務
業務

投資顧問業務の管
理事務サービス

米国

ハワイ州

SPARX Fund 
Services, Inc.

100％子会社米国内での投資顧問業務投資顧問業米国

ニューヨーク
州

SPARX Investment & 
Research, USA, Inc.

100％子会社国内顧客向けファンドの斡
旋・販売業務

証券業務東京都品川区スパークス証券
（株）

当社との資本関係事業内容業態所在地会社名

n スパークス・グループの連結子会社
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スパークス・アセット・マネジメント投信㈱

SPARX Investment & 
Research, USA, Inc.

（米国）

SPARX Fund 
Services, Inc.

（米国）

スパークス証券 ㈱

（日本）

SPARX Overseas, Ltd.

（バミューダ）

投資信託の販売代
行手数料の支払

ファンドの管理
業務報酬の支払

海外顧客向けファンド
の斡旋・販売業務に伴
う手数料の支払

国内顧客向けファンドの斡旋・販売業務に伴う手数料の支払

ファンドの運用指
図に伴う投資顧問
料収入の支払

スパークス・グループスパークス・グループ 連結会社間の取引関係連結会社間の取引関係

SPARX Finance S.A.

（スイス）

参考資料参考資料

SPARX Value GP 
LLC.

（米国）

ファンドの管理業務報酬の支払

ファンドの運用指図に伴
う投資顧問料収入の支払
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I. 中間決算報告I. 中間決算報告
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20042004年年33月期月期 中間決算中間決算 ＢＳハイライト（連結）ＢＳハイライト（連結）

(注) 上記表中の数値は、単位未満を切捨てで表示している。ただし、「前年同期比」の％については、小数点以下第2位を四捨五入し表示している。

貸 借 対 照 表 2 0 0 2年 9 月 末 2 0 0 3 年 3 月 末

（ 単 位 ： 百 万 円 ) 前 年 同 期 比
（ ％ ）

流 動 資 産 3 , 6 1 9 5 , 0 2 3 +  3 8 . 8 % 3 , 9 7 7

有 形 固 定 資 産 2 9 2 4 2 9 +  4 6 . 7 % 4 7 6
無 形 固 定 資 産 1 4 9 1 1 2 -  2 4 . 9 % 1 3 6
投 資 等 3 , 5 8 4 3 , 7 9 5 +  5 . 9 % 3 , 3 9 8
内 　 投 資 有 価 証 券 2 , 9 4 2 3 , 2 0 4 +  8 . 9 % 2 , 7 1 8
内 　 繰 延 税 金 資 産 1 0 5 4 5 -  5 6 . 8 % 1 3 1
内 　 そ の 他 （ 合 計 ） 5 3 6 5 4 5 +  1 . 6 % 5 4 8

7 , 6 4 6 9 , 3 6 0 +  2 2 . 4 % 7 , 9 8 9

未 払 法 人 税 等 2 1 1 8 2 5 +  2 9 0 . 1 % -

賞 与 引 当 金 2 1 1 2 0 0 -  5 . 5 % -
そ の 他 3 7 8 4 7 6 +  2 5 . 9 % 3 6 7

8 0 1 1 , 5 0 1 +  8 7 . 3 % 3 6 7

資 本 金 ・ 資 本 剰 余 金 1 , 8 9 5 2 , 5 3 5 +  3 3 . 8 % 2 , 5 3 5

利 益 剰 余 金 等 5 , 0 8 1 5 , 7 3 0 +  1 2 . 8 % 5 , 2 6 4

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 - 1 2 7 - 2 9 -  7 6 . 5 % - 1 7 3

自 己 株 式 - 4 - 3 7 6 -  8 9 2 4 . 9 % - 4

6 , 8 4 5 7 , 8 5 9 +  1 4 . 8 % 7 , 6 2 1

2 0 0 3 年 9 月 末

資 産 の 部 　 合 計

負 債 の 部 　 合 計

資 本 の 部 　 合 計
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(注1) 上記表中の数値は、単位未満を切捨てで表示している。ただし、「前年同期比」の％については、小数点以下第2位を四捨五入し表示している。

(注2) 上記の「1株当たり当期利益（EPS）」と「1株あたり株主資本（BSP）、2003年5月20日効力発生分を含めた、これまでの過去2回の株式分割等に伴う希薄化を調整し、過去の
EPSを修正した数値。分割後の現時点の発行済株式数（自己株式控除後）は、40,042 株となっている。

20042004年年33月期月期 中間決算中間決算 ハイライト（連結）ハイライト（連結）

2003年 3月期 2003年 3月期

中間決算 通期
前年同期比
（％）

運用資産（ AUM)平均残高  （億円） 3,852 4,032 + 4.7% 3,839

営業収益 （百万円） 2,602 3,557 + 36.7% 4,899

営業費用・一般管理費 （百万円） 1,903 1,964 + 3.2% 3,856

営業利益 （百万円） 698 1,592 + 128.0% 1,042

経常利益 （百万円） 677 1,610 + 137.6% 1,017

当期純利益 （百万円） 375 797 + 112.3% 560

1 株あたり当期利益（ＥＰＳ）
（分割・潜在株式  調整後）

ＲＯＥ （％） 5.5% 10.3% + 90.7% 7.7%

1 株当たり株主資本  （ＢＰＳ )
（分割・潜在株式  調整後）

役職員数 （人） 91 102 + 12.1% 94

11,50017,585

187,968

2004年 3月期

中間決算

（円） 8,299 + 111.9%

（円） 186,565 196,272 + 5.2%
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営業収益営業収益 内訳（連結）内訳（連結）

(注) 上記表上の数値は、単位未満を切捨てで表示しているが、表中の「収益に占める割合」「前期比」の％は、原則、小数点以下第2位を四捨五入し表示している。ただし「収益に
占める割合」については、合計が100％となるよう調整し、表示している。

788

921
1,018

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2003年3月期・中間 2004年3月期・中間 2003年3月期・通期
0

200

400

600

800

1,000

1,200
その他収入

成功報酬

残高報酬

TOPIX（期末値；
右軸）

（百万円） （ポイント）

営業収益

営業収益に
占める割合
（％）

営業収益に
占める割合
（％）

前年同期比
（％）

営業収益に
占める割合
（％）

（百万円） 2,550 98.1% 3,417 96.1% + 34.0% 4,735 96.7%

内 残高報酬 （百万円） 2,269 87.2% 2,118 59.6% - 6.6% 4,441 90.6%

内 成功報酬 （百万円） 281 10.9% 1,298 36.5% + 361.8% 294 6.1%

（百万円） 51 1.9% 139 3.9% + 169.3% 164 3.3%

営業収入　合計 2,602 100.0% 3,557 100.0% + 36.7% 4,899 100.0%

2004年3月期

投信・投資顧問料

その他　営業収入

2003年3月期
通期

2003年3月期
中間 中間
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7 0 0

8 0 0

9 0 0

1 , 0 0 0

1 , 1 0 0

1 , 2 0 0

0 1 / 1 2 0 2 / 3 0 2 / 6 0 2 / 9 0 2 / 1 2 0 3 / 3 0 3 / 6 0 3 / 9

成功報酬成功報酬 内訳（連結）内訳（連結）

(注) 上記表上の数値は、単位未満を切捨てで表示している。

【 中間期における日本株式市場の比較（TOPIX 指数）】

1,018 (9月末)

921 (9月末)

TOPIX 前年比 + 約10％

（単位：百万円)

成功報酬全体に
占める割合（％）

成功報酬全体に
占める割合（％）

成功報酬全体に
占める割合（％）

成功報酬（実現分・合計） 281 100% 1,298 100% 294 100%

【投資戦略別　内訳】

日本株式ロング・ショート 274 97.7% 1,025 79.0% 287 97.8%

日本株式集中 - - 227 17.5% - -

日本株式一般 6 2.2% 21 1.6% 6 2.1%

ファンド・オブ・ファンズ 0 0.1% 23 1.8% 0 0.1%

2003年 3月期  　中間 2004年 3月期    中間 2003年 3月期 　通期
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成功報酬の計算基準日の分布状況成功報酬の計算基準日の分布状況

(注1) 上記表中の「運用資産残高（2003年9月末）に占める割合」では、当社が運用する全てのファンド（「ファンド」とは、投資信託あるいは投資一任口座を指す。以下同様）
を、成功報酬の基準日および支払いが確定する月ごとに分類し、その上で、当社の2003年9月末の運用資産残高に占める割合をグラフ化した。その際、①複数の支払時期がある
ファンドについては、該当ファンドの残高全てを各月に計上、②各月に重複して計上している分は、運用資産残高合計にも加算、③成功報酬がついていないファンドは、運用資産
残高の合計から除外、という調整を行い、上記割合を算出している。尚、上記の％表示は、小数点以下第2位を四捨五入し、表示している。

(注2) 上記の数字は、社内データ及び当社資料による概算値であり、正確性を保証するものではない。

運用資産残高（2003年９月末）に占める割合

0%

5%

1 0 %

1 5 %

2 0 %

2 5 %

系 列 1 0 . 3 % 8 . 6 % 1 0 . 6 % 8 . 0 % 3 . 3 % 8 . 7 % 1 . 1 % 1 0 . 2 % 1 0 . 0 % 1 1 . 7 % 2 . 0 % 2 4 . 0 % 1 . 4 %

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 1 0月 1 1月 1 2月 そ の 他

2003年9月末
• 運用資産残高： 4,563 億円
• 成功報酬なし： 1,673 億円
• 成功報酬あり： 2,889 億円

( 成功報酬付帯率 63.3％ )

2,889×21.3 ％ = 617 億円

＜約 617 億円分が第2四半期の成功報酬の対象＞
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経費（営業経費（営業//一般管理費・連結）について一般管理費・連結）について

(注) 上記は、営業費用、一般管理費の主要項目を表示し、主要項目以外の経費は「その他」として合算、表示している。また、上記の数値は、単位未満を切捨てで表示している。
ただし「収益に占める割合」および「前年同期比」については、％表示の小数点以下第2位を四捨五入している。

（単位：百万円）

経費項目 費用分類
営業収益に
占める割合
（％）

営業収益に
占める割合
（％）

前年同期比
（％）

営業収益に
占める割合
（％）

支払手数料 営業費用 424 16.3% 326 9.2% - 23.2% 806 16.5%

委託計算費 営業費用 46 1.8% 41 1.2% - 11.8% 98 2.0%

調査費 営業費用 39 1.5% 61 1.7% + 53.2% 78 1.6%

その他 営業費用 45 1.7% 34 1.0% - 23.6% 88 1.8%

不動産貸借料 一般管理費 138 5.3% 147 4.2% + 6.8% 288 5.9%

人件費等 一般管理費 752 28.9% 798 22.4% + 6.1% 1,511 30.9%

旅費交通費 一般管理費 102 4.0% 76 2.2% - 25.3% 207 4.2%

事務委託費 一般管理費 98 3.8% 109 3.1% + 10.8% 200 4.1%

固定資産減価償却費 一般管理費 59 2.3% 82 2.3% + 39.9% 141 2.9%

その他 一般管理費 195 7.5% 286 8.0% + 46.4% 435 8.9%

合計 1,903 73.2% 1,964 55.2% + 3.2% 3,856 78.7%

2003年3月期
中間 通期

営業費用・一般管理費

2004年3月期
中間

2003年3月期
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「経費」の業界比較「経費」の業界比較

営業利益および経費の各項目が営業収益に占める割合（％）

広告宣伝費
0.1%

その他費用
24.1%

人件費
22.4%

調査研究費
1.7%

通信交通費
2.7%

不動産関係費
4.2%営業損益

44.8%

全投資一任業者（2003年3月期）全投資一任業者（2003年3月期）

広告宣伝費
1.0%

その他費用
45.4%

人件費
29.4%

調査研究費
13.7%

通信交通費
1.6%

不動産関係費
5.4%

営業損益
3.5%

スパークス・グループ（連結・2004年3月期 中間）スパークス・グループ（連結・2004年3月期 中間）

(注) 上記の「全投資顧問一任業者」の数字は、（社）日本証券投資顧問業協会が2003年10月27日付けで公表した「統計資料・平成14年度収益状況」の数字に基づき、同協会に登録
している全投資一任業者121社の財務数字を合計し比率を算出したもの。また、上記のスパークスの数字は、該当項目の営業収益に占める割合を合算して集計した概算値。
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II. 事業戦略II. 事業戦略
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スパークス・グループの「基礎収益力」：スパークス・グループの「基礎収益力」： 構成要素と経営目標構成要素と経営目標

資産運用残高
（AUM)

経常的
経費× － ＝ 基礎収益

＋

成功報酬残高報酬

AUM 1兆円 高料率の維持 高い運用
実績

効果的な予
算配分

α

残高報酬料率
（手数料控除後）

投資信託の積極的活用

＋
その他
手数料

安定的計上

中期的な経営目標：「日本株運用における世界最強ブランドの構築」

管理会計の
導入

運用プロセス
の標準化
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

98/3 98/9 99/3 99/9 00/3 00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9

（億円）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

(ﾎﾟｲﾝﾄ)運用資産残高　（四半期末：億円） TOPIX　（四半期末値； 右軸）

スパークス成長の歴史スパークス成長の歴史

停滞期 停滞期 停滞期

投資信託を活用した国内営業活動の標準化

大型海外機関投資家
への組織的対応

TOPIX 
– 54%

AUM 
+ 74%

+ 24%

+ 30%
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安定してきた「基礎収益力」（連結）安定してきた「基礎収益力」（連結）

1,0171,7271,2206,045(百万円)経常利益

529551,027479856(億円)資金純流出入

975596420448(百万円)基礎収益

(百万円)

(百万円)

(％)

(億円)

(単位)

2,6592,0941,8441,021経常的経費

3,6342,6902,2651,469残高報酬
（手数料控除後）

0.890.951.020.971.01残高報酬料率
（手数料控除後）

4,0323,8392,6602,3431,456ＡＵＭ平残

2004年3月期

中間

2003年3月期

通期

2002年3月期

通期

2001年3月期

通期

2000年3月期

通期

(注1) 上記表中の数字は、単位未満を切り捨て表示している。

(注2) 上記表中の「経常的経費」とは、①支払手数料全額、②実績賞与の合計を営業費用・一般管理費の合計から控除した費用の合計を指す。

(注3) 当社は予想値を出していないため、上記の表において、2004年3月期中間における「残高報酬」「経常的経費」「基礎利益」「経常利益」の各項目を空欄にしている。
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【【20032003年年 44月～月～ 99月月】】 資金流出入・投資戦略別資金流出入・投資戦略別 内訳（連結）内訳（連結）

4,563+ 879+ 827- 5325843,683合計

20+ 2+ 20018未公開株式 投資戦略

384+ 144+ 720+ 72239ﾊﾞﾘｭｰ・ｸﾘｴｰｼｮﾝ

投資戦略

818+ 370+ 184- 46+ 232447日本株式中小型

投資戦略

1,053+ 385+ 273- 16 + 128667日本株式一般

投資戦略

1530000153ﾌｧﾝﾄﾞ・ｵﾌﾞ・ﾌｧﾝｽﾞ

投資戦略

307+ 68 + 67- 1+ 2238日本株式集中

投資戦略

1,826- 91 + 227- 468+ 1491,917日本株式 ﾛﾝｸﾞ・ｼｮｰﾄ

投資戦略

2003年
9月末

残高増減

①+②+③

運用等

③

流出

②

流入

①
2003年
3月末（単位：億円）

(注) 上記表中の数字は、単位未満を切り捨て表示している。

運用等の好調な推移を背景にした残高の大幅増加



© 2003 SPARX Asset Management Co., Ltd. 18

0 . 8 9 %

0 . 9 5 %
0 . 9 6 %
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3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

2002年9月末 2003年9月末 2003年3月末
0.60%

0.65%

0.70%

0.75%

0.80%

0.85%

0.90%

0.95%

1.00%
未公開株式

ﾊﾞﾘｭｰ・ｸﾘｴｰｼｮﾝ

日本株式中小型 

日本株式一般 

ﾌｧﾝﾄﾞ・ｵﾌﾞ・ﾌｧﾝ
ｽﾞ
日本株式集中 

日本株式ﾛﾝｸﾞ・
ｼｮｰﾄ
ネット料率

戦略別資産運用残高・ネット残高料率戦略別資産運用残高・ネット残高料率 （連結）（連結）
（億
円）

＋17.5％

－50.5％

ＮＡ

＋46.0％

＋86.6％

－7.6％

＋14.6％

－20.0％

前年同期比
（％）

0.5％１８0.5％２０1.1％４２未公開株式

100％３，６８３100％４，５６３100％３，８８４ＡＵＭ 合計

6.5％２３９8.4％３８４--ﾊﾞﾘｭｰ・ｸﾘｴｰｼｮﾝ

12.2％４４７17.9％８１８14.4％５６０日本株式中小型

18.1％６６７23.1％１，０５３14.5％５６４日本株式一般

4.2％１５３3.4％１５３4.3％１６５ﾌｧﾝﾄﾞ・ｵﾌﾞ・ﾌｧﾝｽﾞ

6.5％２３８6.7％３０７6.9％２６８日本株式集中

52.0％１，９１７40.0％１，８２６58.8％２，２８２日本株式 ﾛﾝｸﾞ・ｼｮｰﾄ

構成比
（％）

末残（億円）構成比（％）末残（億円）構成比（％）末残（億円）

2003年3月末2003年9月末2002年9月末

(注) 上記の投資戦略名は略称を用い、数字は単位未満を切り捨て表示している。
ただし、構成比は少数第２位を四捨五入し、合計が100％となるよう調整している。
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中期的な経営目標に向けた事業戦略中期的な経営目標に向けた事業戦略

日本株式
への投資

日本

ス
パ
ー
ク
ス
の

「
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」

米国

欧州

スパークス証券

（1998年創業）

2002年10月、

ニューヨーク・
オフィスの開設

(東京)

2004年、

ロンドン・
オフィス開設予定

(ﾆｭｰﾖｰｸ)

(ﾛﾝﾄﾞﾝ)

投
資
活
動

投資信託（ファン
ド）の積極的活用

スパークス・グループの

私募投信残高 926 億円

（2003年9月末）

商
品
の
デ
リ
バ
リ
ー

欧米投資家向け現地組成
新ファンド、

「スパークス・ジャパン・

ファンド」立ち上げ

（2003年10月末）

スパークス・グループにおける
現地販売拠点

中期的な経営目標： 日本株運用における世界最強ブランドの構築

スパークスの商品
デリバリーの強化

販売主力商品
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投信投信 vsvs 投資顧問投資顧問 料率比較（連結）料率比較（連結）

(注) 上記表中の数字は、単位未満を切り捨て表示している。
ただし、構成比は少数第２位を四捨五入し、合計が100％となるよう調整している。

＋17.5％

－47.1％

＋37.9％

＋2.3％

＋23.9％

＋12.9％

＋23.9％

前年同期比
（％）

100％３，６８３100％４，５６３100％３，８８４ＡＵＭ 合計

9.6％３５１5.6％２５６12.5％４８４内 公募投信

20.9％７７０20.3％９２６17.3％６７１内 私募投信

30.5％１,１２２25.9％１,１８３29.8％１，１５６投資信託委託業務・合計

69.4％２,５５６74.0％３,３７４70.1％２，７２２内 一任契約

0.1％４0.1％５0.1％４内 助言契約

69.5％２，５６１74.1％３，３８０70.2％２，７２７投資顧問契約・合計

構成比（％）末残（億円）構成比（％）末残（億円）構成比（％）末残（億円）

2003年3月末2003年9月末2002年9月末

0 . 9 6 %

0 . 8 4 %

0 . 9 5 %

1 . 0 1 % 1 . 0 1 %
1 . 0 4 %

0 . 5 0 %

0 . 6 0 %

0 . 7 0 %

0 . 8 0 %

0 . 9 0 %

1 . 0 0 %

1 . 1 0 %

1 . 2 0 %

2 0 0 3 年 3 月 期 ・ 中 間 2 0 0 4 年 3 月 期 ・ 中 間 2 0 0 3 年 3 月 期 ・ 通 期

投 資 顧 問 ・ 残 高 報 酬 料 率 （ 手 数 料 控 除 後 ）

投 信 ・ 残 高 報 酬 料 率 （ 手 数 料 控 除 後 ）
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世界 日本とアジア

日本株投資における世界の窓口、
グローバル・ゲートウェイを目指します

「日本株運用における世界最強のブランド」を目指して「日本株運用における世界最強のブランド」を目指して
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この資料は、投資家への情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の有価証券の取引を推奨する目的、または特定の取引を勧誘する目
的で提供されるものではありません。数値、情報については、正確性を期すべく、万全の配慮をしておりますが、一部内部資料に基づくものもあ
り、財務データに関しては未監査のものですので、その正確性、完全性、情報や意見の妥当性等を保証するものでなく、当該データ、意見等を使
用した結果についてもなんら補償するものではありません。また、ここに記載された内容が事前連絡なしに変更されることもあります。この資料
の著作権はスパークス･アセット･マネジメント投信株式会社に属し、その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。


